
「只見 移住物語」 

    ブナセンター 専門指導員・理工学博士(昆虫生態学・保全生態学)   

【移住者のご紹介】 

・お名前:緒
お

勝
かつ

 祐
ゆう

太郎
た ろ う

様（29歳） 

・ご家族：父（58歳 山形県 米沢市）、兄（独立 30歳 北海道）    

・いつ：2019年 4月 1日 

・どこから：山形県 米沢市 

・どこへ：只見町 町営 沖下住宅 

・いましていること：ブナセンター 専門指導員 

・まえにしていたこと：理工学部 環境システム専攻 大学院生 

 

観察会での説明 

【始まり】【準備】 

移住する前は学生、大学院生でした。ブナ林の昆虫相を研究していました。普段もライフ

ワークとしてブナ林を調査して歩いていましたので、ブナ林があり、博物館がある只見町

を選びました。博物館関連の就職検索サイトを見てブナセンターのことを知り、応募しま

した。  



一次試験では書類選考があり、二次試験として面接と小論文がありました。採用となって、

普段生活している最低限のものを車に積んで、町営住宅に引っ越してきました。2019年は

雪が少なかった年ですが、4月 2日に一晩で 50cmの積雪があって驚きました。 

只見町に来る、移住することについて不安は全く感じませんでした。 

 

【家族】 

父親へは「只見町で、仕事がきまりましたので引っ越します」と報告しました。 

私が、只見町に移住したことで、特に父親に変化は起きていません。 

 

【現在】【変化】 

ブナセンターの専門指導員としての業務と共に、ふるさと館 田子倉にも勤務しています。 

こちらに来てよかったと思う事は、この地域には伝承産品というものがありますけど、自

然のものを使った生活文化が今でも根付いていて、例えばざるとか、マタタビ細工とかで

すね。そういったものを実際に、ブナセンターに来られる町民の方に教わることが出来て、

自分の知識を増やせ、経験できたことが良かったと思っています。 

 

私の本来の専門、大学で研究していたものは甲虫目オサムシ科の生態学です。今も続けて

いますが、同時にブナ帯に住む人々の生活文化にも、とても興味を持っていました。山形

県の小国町が、私の研究の調査地で、只見町のようなところです。いまでもクマ狩りが行

なわれ、篭あみをしているようなところです。学生の時から、そのようなところにかなり

関わっていましたので、只見町にも興味を持ちました。 

 

こちらに来て生活パターンは、学生時代と比較すれば、もちろん変化していますが、自分

の中に、なにか変化が起きているとは感じません。いま自分のキャリアを築いている、作

っているというようにも感じていません。ここで仕事をして、暮らしていくことの位置づ

けはまだ考えたことがないと言うのが正直な気持ちです。 

 



 

                    ブナ帯の森林に棲むホソアカガネオサムシ 

【将来】 

いま楽しみにしていることは、山歩きして、只見に限らず色々な南会津の山を歩いていま

す。昆虫だけでなく、植物も見ています。なにかこれを調べてみたいとテーマが決まると、

その年は、それをずっと追いかけてライフワークみたいになります。例えば、何かの分布

調査だとか、それが楽しみですね。 

 

職業柄と言うか、研究職はどうしても、いまのような仕事（公募がでて、それに応募し、

採用となる）になってしまいます。自らやりたいと思う分野や、職務領域があっても、公

募がない限りはなにも動けません。これからやりたいことについて、いまは長期的な視点

をもっていませんが、これまでも研究者として仕事をしてきましたので、これからも研究

者の仕事をしていきたいと考えています 

 

【不便】 

住宅のお風呂ですね。ガス炊きの古いタイプ、水を張ってから温める方式なので時間がか

かり、ガス代もかかりますね。毎日「まち湯」に行っています。入浴料は 300円ですから。 

雪は、自分の地元が米沢なので、それほど困ったことにはなっていません。 



【健康】 

暴飲暴食をしないように、動くようにも心がけています。お酒も飲み会の時だけです。 

他に健康面で注意していることは特にありません。 

 

【アドバイス】 

移住してきたという感覚より、むしろ自分に適した仕事を選んだら、それが只見町であっ

て、引っ越してきたという感じです。自らの経験で、こうしておけば良かったと、いま思

う事はありません。 

 

【生活】 

ご近所とのお付き合いはあります。もちろん近隣の方に挨拶はするように心掛けますが、

住いの両隣の方が住宅前でよく BBQ をされていて、声を掛けてもらい一緒にご飯を食べた

りして、それが機会となりお付き合いが始まっています。 

 

【印象】 

移住したときの只見の印象とか、移り住んで驚いたことについて、思い出そうとしても、

すぐ出て来ません。雪は、実家が只見町のような環境で、町から離れている山の中なので、

同じ感じです。 

 

2020年 9月 25日 ブナセンターにてインタビュー          

                インタビュアー 移住コーディネーター 生天目 博  

 

 


